
1　事業の概要

①　成果目標（H24)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（　　　　　　）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか。

　　□ 事業を実施しない　　　　　□ 事業を見直して実施　　　　　■ 事業を現行どおり実施

繰越工事について早期完成を目指す。

目標に対

する成果

の状況

目標である2箇所とも24年度に実施した。

 概算事業費（B（A）+C） 169,730 140,098 74,857 14,206

- - -

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

区　　分（単位：千円） 22年度 23年度 24年度24年度24年度24年度 25年度

概　算

人件費

1.56 1.33 0.50 0.16

-

169,730 140,098 74,857

Aの

財源

98,703 83,781 42,732 7,103

95,000 79,000 40,000 6,000

13,587 12,780 6,331 1,103

予

算

額

前年度繰越 27,704 37,561 35,463

当初予算 180,000

補正予算 -414 0 -63,400

175,561 89,063

138,000 117,000 0

14,206

合計（A) 207,290 14,206

2箇所

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H24事業実績

H24 H25

（当初） （決算） （当初）

特定緊急地すべり対策事業 直接

高萩区域他1箇所において抑制工、抑止工、測量設

計、用地補償等を実施した。

117,000 74,857 0

県が関与

する理由

■法令等義務 □内部管理 □県でなければ実施不可　【左記の説明、根拠法令等】

□民間、市町村でも実施可能だが、県関与の必要性有 地すべり等防止法

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

目指す姿

現状

課・室 砂防課

＜参考＞

総合５か年

計画

プロジェクト  E-mail sabo@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

４－１　地域防災力の向上

地すべり防止施設の整備を行い、地すべりによる災害から県民の生命・財産を保全する。

災害関連緊急地すべり対策事業と一体的な計画に基づきＨ24年度に2箇所事業を実施する。

地すべり対策事業を実施して地すべり防止施設の新設を行うことにより、人家、公共建物、河川、道路等の公共施設その他の施設に対す

る地すべりによる被害を除却し、又は軽減し、県土の保全と民生の安定に資することを目的とする。

地すべりによる災害が発生した地区において、不安定化した隣接ブロックの保全を目的として災害関連緊急地すべり対策事業と一体的な

計画に基づき、一定期間内に事業を実施する。

成果目標の達成状況

項目

事業実施

事業番号 10 06 07 事業改善シート （２４年度実施事業分）　　□予算要求　　□予算案　　　■点検

事　業　名 特定緊急地すべり対策費特定緊急地すべり対策費特定緊急地すべり対策費特定緊急地すべり対策費
担

当

課

部局 建設部

　　　　４　災害に強い地域づくり 実施期間 Ｈ12 ～

合計 117,000 74,857 0

Ｈ２４
H25

目標

現況

（見込）
目標 成果 達成状況

2箇所 2箇所 達成


